































































































いるにすぎなかった、と矢内原が言及していたことがわかる。矢内原のドイツ批判に、池澤もおそらくは同調的だったとみるべきだろう。なぜなら、 （異郷）に踏み入る 「先の土地の民にとっては侵入者による搾取」 （ 『池澤夏樹の旅地図』 ）であると、 池澤ははっきりと言及しているからだ。これは資本主義国の日本人として生まれ育った池澤の、 〈異郷〉への基本的姿勢 もつ が てくる。　
さて、先を急ぎ過ぎたが、 『マシアス・ギリの失脚』について述べておきたい。
　『マシアス・ギリの失脚』では、人口七万という南洋群島の小国・ナビダード民主共和国の大統領になったマシアス・ギリの一代記を交えながら、勝手な植民地化を繰り返す日本・アメリカに翻弄される島の運命を、ギリの視点で描く。揺れ動く島の文明化と伝統 間の葛藤は、そのまま小国の揺らぎ、ギリの心の揺らぎ なって物語 牽引していく。　日本通で日本の教育を受け、積極的に文明を受け入れ、商人から大統領にのし上がった、マシアス・ギリは文明化を
推進し、その言説も〈近 的言説〉と言える。一方、対照的に描かれ のは南洋諸国の社会システムの中で育まれてきた〈伝統的言説〉で、両者はお互いを投射する形でポスト・コロニアル的視点が表象される。　
例えばこの島にもたらされる最も分かりやすい文明化の表象は、 〈空港〉 、 〈貨幣経済〉 、 〈基地〉で、マシアス・ギリ
の心境と共に描かれる。　
日本とアメリカの全面的援助で作ったナビダート共和国の〈空港〉を「この島国の今世紀における生き方の象徴」と
ギリは考え、この小国の大 領たる自分の務め 「実質的な独立を願う島のイデオ ギーと外か の経済的・政治的な圧力の均衡を保つ と」だと小国の運命を心得ている。そして小説 中 「日本」は、この ブルン環礁に石油備
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空港のターミナルの外見は、 『マシアス・ギリの失脚』では、他国 よっ 無残 自然を壊された鉄筋コ クリートの

































ウオキナエビス」は、そ 昔、希少で数百万の値がついたという高価なもので、 「トーラス」 土地の伝統的空気を立ち上らせるという意味に適った宝物 あろう。　
だが「宝物」という〈伝統的表象〉と対比する〈文化的表象〉 、 「舗装道路」はそもそも島民にとって必要なのか、と





｢ トーラス環礁の」 、 「一番大きな島でスーパーマーケットを経営している
｣
男で、島に一台しかない飛行機を金に物言わせ貸切るような、傲慢 一面をもつヘルナンデスと う男が登場する。 「まるでこの諸 全体の大統領かなにかのようだった」というデフォルメは明らかに次作 『マシアス・ギリ 失脚』のマシアス・ギリという人物像の着想になっているこ は間違いないだろう。この男、島の巫女的存在である「カマイ婆」から、乗っている飛行機が落ちると予言され、予言は的中して「空港の沖の海 中にポチャンと落ちて」 船に乗り換えるがそれでも落ちる。 「あの男は落ちる。あんまり悪いことをした。神々は怒ってお れる」 とカマイ婆は言うのだ 結局、船に乗り換えた男は、甲板でデッキの階段を踏み外 て転落死するのだが、この島 精霊信仰の掟 裁かれた男であることを強調する書き方となっている。
（注
　25）男の死体はその後、 冷蔵室に入れられたまま、 船上では宴会が行われるのだが、
ユーモアたっぷりの描 によ 島民の素朴な死生観を伝える が『南の島のティオ』の特徴である。 〈共同体の原理〉である精霊信仰・神の啓示に逆らえな 死を体現するヘルナンデスは マシアス・ギリが故郷・メルチョールで裁かれ、死をもって〈共同体の回帰〉へと変容を遂げる〈近代化する島民〉の元型と見 ができよう。
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　「ホセさんの尋ね人」でもこのトーラス環礁は物語の重要な舞台になっている。　第二次世界大戦中に「トーラス環礁を基地としていた日本の艦隊」が居住する中、ホセさんは、日本兵に目をつけら
れ嫌がらせを受けているマリアを助けて恋仲になり、逃げてきたこの島に一時期二人で暮らすが、やがて終戦を迎えて、いったんフィリピンに帰る。それきり別れたマリアを探してホセさんは三十五年ぶりにこの島を訪れたという設定になって る。フィリピンに彼を探しに行 、 後の余生をこの島で静かに暮らして死んでいったマリアはトーラスの女である。字の読めないマリア 、国に帰るホセに「紙に書い 言葉なんかいらない。それよりも早く連れに戻って」という件も、口承伝承の国としての「トーラス」の伝統的特色がよく計算されて設定されていたことを表している。
（注
　26）それを体現
するマリアはまさにその土地らしい女性として造形されている。そし 黒ずくめの外見が「魔法使い」だと恐れられている神秘さ、マリアを知る女性か 話を聞いてい 間、窓の外に「チョウが舞っていた」という小道具の効果も、 『マシアス・ギリの失脚』を読んだ読者には納得できるはずであ 。 『マシアス・ギリの失脚』ではメルチョール出身で不思議な霊力をもつエメリアナの聖性を示す小道具として、 「藤色の蝶」を舞わせ ように、文化的に別世界の表象として蝶は有効 のだろう。戦争で引き裂かれた彼をじっと待つマリアの悲劇は 蝶々夫人を想起させるポスト・コロニアル言説をも背負った物語として日本人の読者にも訴えかける。 女・マリアもまた、フィリピンでの 現実的生活を選んだホセさんとは別の世界の住 として描かれて る。　
また、マジック・リアリズムを形作るのに欠かせない、ミクロネシア特有の精霊信仰 ついては『南の島のティオ』
の作品内で至る所に仕掛けられている。 「地球に引っぱられた男」のカ イ婆 持つ霊力、 「草色 空への水路」にお て、
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モーターボートの水路を変更してしまうサラティムカの神のいたずらも然り、 「星が透けて見える大きな身体」でティオが対決する「天の者」との交信、 「エミリオの出発」において、遠方の未開の島から来た少年エミリオが守り続けようとするカヌーの伝統、儀式、そして世界万物の音を羊歯の葉に集める魔法もそれである。ティオよりさらに伝統的世界に生きるポリネシア系の島、ククイリックから来たエミリオ 言葉を借りれば、 の「魔法」を使って人間は「昔はいろいろなこと できたんだよ。でも、外国 品物が入ってきて、そういうものを相手にしているうちに、みんな忘れてしまったのさ。 」という。全ての万物に神が宿っているという精霊信仰とそこから生まれるタブーは、かつての彼らの生活の秩序を形作っていたのであり そ 生活の危機管理として儀式が存在していたというも
（注
　27）この伝





































されない。それを年寄りたちの口から〈語られた〉言葉で示すよりも、自分の眼で白い骨を〈見る〉事の意味を、ティオにも、読者にも池澤は伝えたいのかもしれない。夫の遺骨が見つからず、 「この島全体を征一郎さんのお墓だ」と思うしかない日本人も、終わらない戦後 犠牲者なら、引き取られない日本兵の遺骨を今だ自国の大地に抱く島民の戦後もまた、楽園幻想の裏側に隠された、終わ ない戦後の現実である。　
加えて、この章の後半に出てくる、日本軍の遺物のコレクターであるマクブライドさんはオーストラリア人という





























らしき人が妻・初音おばあさんに手を振る件、持って帰ろうとした遺骨がなくなる件などは、 『南の島のティオ』おなじみのこの島を彩 マジックのロマンであり、つじつまの合いすぎた出来過ぎた物語 終焉になっている。しかし、これも児童文学作品として用意された、一応の戦後の決着とみるべきであろう　
未来を作るティオたちが証人となって、海辺で見た日本兵の幻は、両国 歴史 おける絆と間隙 、植民地と た
側と、された側との両者からの祈りと想像力によって埋められた瞬間であった。それはこれまで書かれた十編の「楽園幻想」の物語ではどうしても伝えるこ の出来な た戦争のメッセージであり、歴史の承認に違い い。　
これまで『南の島のティオ』に池澤が巧妙にしかし意図的に隠したと思われる 日本との関係を含んだ小国のポスト・














行も近日『源氏物語』をもって完結予定である。池澤独自の新しい視点によるアンソロジーというエッジの利いた全集は、実作と編集の両側面から彼の文学観が窺い知れる仕組みを作り出した。特 世界文学のセレクトにおいて彼が目指したポストコロニアリズムの視点、フェミニズム 視点 「移動の文学」
（注
　31）という視点は、彼の文学観を示す。





1)  池澤夏樹「空の絵」 （ 「青春と読書」 、一九八三年一月号、のちに「空いっぱいの大きな絵」 ）
(




























10)　日本の同化政策について、その内省もこめて池澤夏樹は『マシアス・ギリの失脚』で次のように言及している。 「人が動けば文化も動く。このような方法で別の文化 組みこまれたことが、これらの島々にとって重大な意味を持ったことは言うまでもない。 ・中略・しかし、内南洋ではすべての人間が二級日本人であると規定され、日本語を教えられ、臣民として神社への参拝を義務づけられ 最後 は兵士として遠い戦場へ赴くことを強制された。 」
(





















































































) に詳しい。渡壁氏によれば、 「精霊は妖精と霊魂に分けられ」 、自然物や死者の魂
























八月、 第七章「ミクロネシア史」 、 須藤健一
) 戦死者の数は「日本兵七万人、 アメリカ兵六三〇〇人」の他「五〇〇〇
人を越すミクロネシアの人も命を失った」 （前掲書、第七章）とあり、パラオ女性のこの発言は、日本の植民地ゆえのパラオという小国の運命を言い当てた歴史認識といえる。
(
29)　
島田豊作ほか『戦車と戦車戦』
( 光人社、二〇一二年三月
) によると、日本軍が南洋戦で使用した軽戦車は、
｢ 小
型の九五式軽戦車
｣ で、
｢ 対戦車用の重戦車、捜索用の軽戦車
｣ という表現もあり、ポナペ島に残る九五式戦車の
残骸も装甲が薄い
( 『パラオ共和国
 ―過去と現在そして
21世紀へ―
 』 、監修
　
須藤健一、おりじん書房、二〇〇三
年四月の写真参照
) ものであった。かたや、米国の「Ｍ３戦車は、
( 中略
) 装甲十数センチ、
( 中略
) 容易にこれを
屈伏させることはむずかし 」とある。南方攻略 ビルマ進攻や、ペリリュー島ではこれらの
95式軽戦車は、ア
メリカのＭ３、Ｍ４中戦車の前に完敗している。
(
30)　
池澤夏樹「青い鳥文庫 読者に向けて あとがき」
( 講談社青い鳥文庫『南の島のティオ』 、二〇一二年五月
)
(
31)　『池澤夏樹世界全集を編む』
( 河出書房新社、二〇一七年九月
)
